
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

で
合
意
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

運
転
再
開
等
に
む
け
た
協
議 

は
合
意
に
達
し
た
も
の
の
、
問

題
が
発
生
し
た
時
に
は
地
本
と

し
て
速
や
か
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。
同
時
に
実
施
後
の
問
題

点
や
課
題
等
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
に
一
定
期
間
経
過
後
、
検
証

並
び
に
整
理
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

運
転
再
開
で
す
が
、
申
８
・
10

号
で
は
再
開
後
の
安
全
確
保
や 

防
災
の
あ
り
方
、
駅
の
体
制
や

営
業
時
間
、
車
掌
・
運
転
士
の

業
務
体
制
等
に
つ
い
て
解
明
を

求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

支
社
か
ら
は
雨
量
や
地
震
に

よ
る
規
制
値
の
考
え
方
を
は
じ

め
、
落
葉
時
期
の
空
転
対
策
で

レ
ー
ル
研
磨
を
定
期
的
に
実
施

す
る
と
の
回
答
を
引
き
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
阿
蘇
・
宮
地
両

駅
を
有
人
と
す
る
ほ
か
、
運
転

士
・
車
掌
の
乗
務
に
対
す
る
考

え
方
も
確
認
し
て
い
ま
す
。 

 

実
施
後
の
課
題
解
決
も
取
り
組
む 

 

こ
れ
ら
の
協
議
経
過
を
地
本

執
行
委
員
会
及
び
分
会
代
表
者

会
議
に
報
告
し
、
出
席
者
よ
り

概
ね
賛
同
が
得
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
６
月
26
日
に
支
社
と
の
間 

安
全
・
防
災
や
業
務
体
制
で
協
議 

 
熊
本
地
本
は
、
４
月
15
日
に

豊
肥
本
線
肥
後
大
津
・
阿
蘇
間

の
災
害
復
旧
に
伴
う
運
転
再
開

等
の
概
要
提
案
、
５
月
15
日
に

要
員
等
を
含
む
詳
細
提
案
を
受

け
、
こ
の
間
に
申
８
・
10
号
を

支
社
へ
申
し
入
れ
て
、
再
開
に

む
け
た
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議

し
て
き
ま
し
た
。 

 

阿
蘇
地
域
に
と
っ
て
念
願
の 

 

地
震
で
熊
本
駅
新
幹
線
口
の
ガ
ラ
ス
も
被
害 

 

36
協
定
は
、
労
働
者
の
過
半

数
を
代
表
す
る
者
が
使
用
者
と

の
間
で
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
協
定
の
定
め
る
範

囲
内
で
１
日
８
時
間
・
週
40
時

間
を
超
え
て
時
間
外
労
働
が
可

能
に
な
る
も
の
で
す
。 

 

熊
本
地
本
で
は
、
６
月
９
日

に
団
体
交
渉
を
開
催
し
ま
し

た
。
時
間
外
労
働
削
減
は
労
使

共
通
の
課
題
で
す
が
、
一
部
の

系
統
・
職
種
で
特
定
の
社
員
へ

の
偏
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
労
基
法
第
33
条
に

基
づ
く
災
害
時
の
時
間
外
労
働

等
（
以
下
、
33
発
動
）
は
法
の

趣
旨
か
ら
厳
格
に
運
用
す
べ
き 

で
あ
り
、
出
向
者
の
労
働
時
間

管
理
は
出
向
元
で
あ
る
会
社
が

責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
よ
う

主
張
し
て
き
ま
し
た
。 

 

交
渉
で
は
、
①
施
設
・
電
気

系
統
に
お
け
る
時
間
外
労
働
削

減
の
取
り
組
み
、
②
出
向
者
の 

労働基準法第36条に基づく時間外労働等に関する協定（36協定） 
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2020年6月30日 第 23 号 ＪＲ九州労組くまもと 

労
働
時
間
が
出
向
先
基
準
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
妥
結
を
判

断
し
ま
し
た
。
ま
た
、
33
発
動

は
労
基
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て

厳
格
に
取
り
扱
う
こ
と
を
改
め

て
主
張
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
36
協
定
の
遵
守
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
適
切
な
労
働

時
間
管
理
が
重
要
で
す
。
熊
本

地
本
は
、
協
定
の
着
実
な
履
行

と
時
間
外
労
働
の
削
減
に
む
け

た
会
社
の
努
力
も
引
き
続
き
求

め
て
い
き
ま
す
。 

 

豊
肥
本
線 

 全国安全週間は、1928年に初めて実施、「人命

尊重」の基本理念を掲げ、「産業界での自主的な労

働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高

揚と安全活動の定着を図ること」を目的に、一度も

中断することなく続けられてきました。 

 労働災害は、この間の労使の努力で長期的に減少

していますが、サービス業などの第三次産業は増加

傾向にあり、更なる取り組みが求められています。 
 

第93回全国安全週間（7月1～7日） 

エイジフレンドリー職場へ！ 

みんなで改善 リスクの低減 
 

 また、健康寿命の延伸で高年齢労働者が職場でよ

り活躍するようになり、安心して安全に働くことが

できる職場環境づくりは重要な課題です。厚生労働

省は「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイ

ドライン」を策定し、実施可能な労災防止対策を積

極的に取り組むよう、事業者に求めています。 

 全国安全週間を契機に、私たちが働く職場の安全

について、今一度振り返りましょう。 

 

熊
本
地
本
は
、
５
月
11
日
に
申
７
号
を
支
社
に
申
し
入

れ
、
36
協
定
締
結
に
む
け
た
団
体
交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
中
で

厳
し
い
交
渉
を
迫
ら
れ
た
も
の
の
、
支
社
か
ら
一
定
の
回
答

を
引
き
出
し
、
６
月
26
日
に
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。 

 

肥後大津駅ホームから阿蘇方面を望む 

 

 

地本第29回定期大会 
 

日時 2020年８月２日(日) 10時開会 

場所 ネストホテル熊本 ２階「あそ」 
 

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点か

ら、規模を縮小して開催します。また、傍聴につい

ては極力お控え下さいますようお願い致します。 

運
転
再
開
等
に
合
意 


